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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●女性の品格
坂東眞理子著（ＰＨＰ研究所）

女性上位の時代だからこ
そ、従来の男性とは異なる
価値観、よき女性らしさを、
職場や家庭に持ち込んで
ほしい。ビジネスから装い
方、話し方、恋愛にいたる
まで、女性としての振舞い
方を具体的にアドバイス。

●しんかんくんうちにくる
　のぶみ作（あかね書房）

緑公民館図書室☎44-3008

●ひよこのコンコンがとまらない　北欧のむかしばなし
ポール・ガルドン作（ぽるぷ出版）

大きな種を飲み込んでコンコ
ンと咳が止まらなくなってし
まったひよこのタッペン。め
んどりのコッコさんはタッペ
ンを助けようと走り回ります
が･･･。北欧に古くから伝わ
るお話に躍動感溢れる絵をつ
けた、繰り返しが愉快な昔話。

●「綺麗な人」と言われるようになったの
　は、四十歳を過ぎてからでした
　林真理子作（光文社）三原図書館☎43-5037

●はっけんずかん「しんかんせん」
松尾定行監修／西片拓史絵（学研）

「新幹線の運転席はどう
なってるの?」「車両の中
は?」 そんな疑問に、仕掛
けをめくることで答える
図鑑。いろいろな種類の新
幹線、未来の新幹線、新幹
線のお医者さんなども紹
介する。

●はじめよう！和のある暮らし
　三浦康子監修／すみもとななみ絵（PHP研究所）

西淡公民館図書室☎37-3028

●作家の犬
コロナ・ブックス編集部編（平凡社）

犬はペットではなく、気持ち
の通った友達であり、同志で
あり、兄弟、家族である。志
賀直哉、菊池寛、林芙美子、
井上靖、いわさきちひろ、久
世光彦など、犬がいないと暮
らせない作家たちの愛情あふ
れるエピソード。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

ま
な
び
の
扉

ち
び
っ
こ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

講
座
生
募
集
（
10
月
開
講
）

▽
ク
ラ
ス　

年
齢
や
経
験
な
ど
に

よ
り
４
ク
ラ
ス
（
定
員
15
人
ず

つ
）
に
分
か
れ
て
開
催

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

西
淡
志
知
公
民
館
、
伊
加
利
公
民
館

▽
対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も

▽
申
込
期
限　

９
月
21
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

▽
申
込
み　

西
淡
公
民
館

　

☎
37
・
３
０
２
８

働
く
婦
人
の
家
講
座
生
募
集

◆
ふ
る
さ
と
探
訪

▽
日
時　

10
月
27
日
（
土
）
午
後

１
時

▽
内
容　

史
跡
巡
り　

西
淡
編

▽
集
合
場
所　

健
康
広
場
駐
車
場

12
時
50
分

▽
受
講
料　

３
百
円

◆
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▽
日
時　

10
月
３
日
（
水
）
午
前

11
時
。
毎
月
第
１
水
曜
日
、
全

３
回

▽
内
容　

季
節
の
素
材
を
使
っ
た

手
料
理
、
食
事
会

▽
受
講
料　

２
百
円（
材
料
費
別
）

◆
申
込
期
限　

９
月
27
日
（
木
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

◆
開
催
場
所
・
申
込
み　

働
く
婦

人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

淡
路
人
形
協
会
の
各
種
講
座

◆
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
座

　

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
を
通
し

て
、
人
び
と
が
心
を
か
よ
わ
せ
、

ま
ち
に
創
意
と
活
力
を
も
た
ら
す

「
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。
受
講
無
料

【
第
１
回
講
座
（
全
５
回
）】

▽
日
時　

９
月
６
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分

▽
場
所　

市
地
区
公
民
館　

講
義
室

▽
内
容　

文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
求
め
ら
れ
る
力

▽
講
師　

佐
藤
克
明
氏
（
公
立
文

化
施
設
運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

【
第
２
回
講
座
】

▽
日
時　

９
月
20
日
（
木
）
午
後

７
時
30
分

▽
場
所　

市
地
区
公
民
館　

講
義
室

▽
内
容　

日
立
市
の
オ
ペ
ラ
の
ま

ち
づ
く
り
に
学
ぶ

　

　市三條

に位置す

る木戸原

遺跡では、

弥生時代

後期の集

落を確認

しました。

　直径約 11ｍもある巨大な円形の竪穴住居を中心

として、まわりには直径５～８ｍの竪穴住居が数

棟あり、中には火事などで焼けた住居もみつかり

ました。鉄製品の普及とともに石製品が消滅して

いく時期であり、木戸原遺跡でも鉄の矢じりなどが

竪穴住居から出土しました。

　　　　問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

木き

ど

は

ら

戸
原
遺
跡
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シリーズ

▽
講
師　

佐
藤
克
明
氏

◆
淡
路
人
形
歴
史
講
座

▽
日
時　

９
月
25
日
（
火
）
午
後

７
時
30
分

▽
場
所　

三
原
公
民
館　

講
義
室

▽
内
容　

淡
路
人
形
の
用
語
説
明

▽
講
師　

不
動
敏さ

と
し

氏
（
郷
土
史
家
）

▽
受
講
料　

３
百
円

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会
事

務
局
☎
37
・
３
０
２
０

パ
ソ
コ
ン
資
格
講
座

（
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
）
募
集

▽
日
時　

10
月
か
ら
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
30
分
。
全
20
回

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
対
象　

20
歳
以
上
、
15
人

▽
受
講
料　

３
千
円

▽
申
込
期
限　

９
月
14
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

▽
申
込
み　

三
原
公
民
館

　

☎
43
・
５
０
３
８

南
あ
わ
じ
市
婦
人
共
励
会
主
催

「
子
育
て
・
孫
育
て
」
講
演
会

▽
日
時　

９
月
６
日
（
木
）
午
後

６
時
45
分
〜
午
後
８
時

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
講
師　

栗
木
剛
氏
（m

o
tto

ひ

ょ
う
ご
事
務
局
長
）

▽
対
象　

南
あ
わ
じ
市
在
住
の
方

▽
入
場
料　

無
料

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
１
２

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
絵
画
展

　

10
月
21
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
か
し
ら
展
（
三
原

木で

こ偶
づ
く
り
講
座
生
作
品
展
）

　

11
月
４
日
（
日
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義
経
千
本
桜　

道み
ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

　

来
年
８
月
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

●チリとチリリ　うみのおはなし
　どいかや作（アリス館）

◆テーマ　郷土の歴史と自然を語る
◆場所　南淡図書館　２階視聴覚室
◆内容　
【第１話】お亀塚と阿万ふるさと探訪
             について
▽日時　９月23日
　（日）午後２時～
　４時
▽講師　堀部るみ子氏

【第２話】淡路島の巨木について
▽日時　10月 14
　日（日）午後２時
　～４時
▽講師　貫益巳氏
◆参加費　無料
◆定員　70人（先着）
◆申込締切　９月11日（火）
◆申込み　南淡図書館☎ 53-0234

「手作り講座」
参 加 者 募 集

●９月の図書館カレンダー

サ
ン
ピ
ッ
ク
（
南
あ
わ
じ
市

民
水
泳
）
大
会
参
加
者
募
集

▽
日
時　

９
月
30
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
５
時

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
温
水
プ
ー

ル
（
サ
ン
プ
ー
ル
）

▽
種
目　

自
由
形
、
平
泳
ぎ
、
背

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
個
人
メ

ド
レ
ー
、
リ
レ
ー
競
技
な
ど

▽
参
加
費　

２
百
円

▽
申
込
み　

所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
の
記
入
の
上
、
サ
ン
プ
ー

ル
（
☎
42
・
４
９
９
４
）
ま
で

第
41
回
天
体
観
測
会

月
面
を
見
よ
う

▽
日
時　

９
月
22
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭
。
悪

天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
そ
の
他　

参
加
費
大
人
百
円
、

子
ど
も
無
料
。
保
護
者
同
伴

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

世
界
最
大
の
翼
竜
展

▽
期
間　

９
月
15
日
（
土
）
〜
11

月
25
日
（
日
）。
月
曜
日
休
館

▽
場
所　

大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

▽
内
容　

翼
竜
の
復
元
骨
格
な
ど

を
展
示
。
南
あ
わ
じ
市
内
で
産

出
さ
れ
た
翼
竜
の
化
石
も
展
示

問
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館

　

☎
０
６
・
６
６
９
７
・
６
２
２
１

地
域
文
化
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
日
時　

10
月
14
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
５
時

▽
場
所　

南
淡
路
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
（
入
場
無
料
）

▽
内
容　

講
演
「
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
」

（
講
師
：
㈶
淡
路
人
形
協
会
理

事
長
中
田
勝
久
）
ほ
か

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

　
　トレーニングルームを利用する場合、初
回のみ、講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは９月４日（火）午前８時30分
　から電話で受付。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

９ 月 ８ 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

９ 月 ９ 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

９月 14 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです

◆定員　70人（先着）
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